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研究成果の概要（和文）：日本の女子中高生の理系分野への関心を効果的に高める科学講演手法を，非言語コミ
ュニケーション（NVC）に注目して開発するため，実際に行われた科学講演のビデオ映像や受講した中高生への
アンケート等を解析し，講師がよく用いるNVCや中高生が注目するNVCを調査した。
その結果，女子は男子よりもNVCに注目する生徒が有意に多く，講師によってよく使うNVCに違いはあったが，女
子中高生の理系関心度を高めるNVCの候補をみつけることができた。また，女子には，科学に興味をもち進路で
理系を選択する層と，科学に興味をもつが進路は未定の層があり，この違いを考慮した効果的なNVCの検討が重
要であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：To develop a science lecture method to effectively increase the interest of 
Japanese female junior and senior high school students in science fields, focusing on non-verbal 
communication (NVC), we analyzed video footage of actual science lectures and questionnaires to the 
students who attended and investigated NVCs frequently used by lecturers and those that students pay
 attention to.
As a result, we found that the proportion of female students paying attention to NVC was slightly 
higher than that of male students, and although there was variability in the NVC used by lecturers, 
potential NVC that could further enhance the interest of female students in science fields was 
identified. Furthermore, there are two types of female students: those who are interested in science
 and choose science as their career path, and those who are interested in science but are undecided 
about their career path. It is important to consider this difference to effectively evaluate NVC.

研究分野： 科学教育

キーワード： 科学コミュニケーション　非言語コミュニケーション　性差　女子中高生の理系進路選択支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
2022年のPISAで，日本の15歳は，数学リテラシー，科学リテラシーともに過去最高スコアを獲得し，男女ともに
OECD中第1位であった。しかしながら，日本のSTEM分野の大学卒業者や研究者の女性比率は未だOECD最下位であ
る。つまり，日本の女子中高生の理系能力はその後の進路選択や職業選択につながっておらず，社会で十分に活
かされているとは言い難い。本研究の成果は，このような現状を変えていく上で必要な対策の一つとして，女子
中高生自身の科学への興味を高め，理系進路選択につなげるための科学講演手法の改善に新たな視点を与えるも
のである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

研究者に占める女性の割合の低さや理工系分野への女性の進出の遅れは日本の課題の一つ

である（文献①）。その原因として，日本の子どもたちの「科学への興味関心の低さ」，特に女

子では「成績が良くても理系進路を選択する者が少ない」という点が学習到達度調査（PISA）

等に基づいて指摘されており，「問題は，数学や理科の学力の不足ではなく環境にあるではな

いか」と考えられている（文献②）。すなわち，子どもたちの科学への興味の低さや女子の理

系ロールモデルの不在等，日本の科学教育の課題を解決する必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究は，こうした背景を踏まえて，「日本の

女子中高生の理系分野への関心をより高める

効果的な科学講演手法」を，行動心理学におい

て女性に多いとされる非言語コミュニケーシ

ョン（以下，NVC）の性差（文献③）に注目して

開発することを目的とした（図１）。具体的に

は，(A)科学講演を受講する中高生は講演中の

講師のどのような NVC に注目するのか？(B)講

師は講演中にどのような NVC を用いているの

か？(C)女子中高生の理系関心度を高める NVC

はあるか？それはどのようなものか？の 3点を

明らかにして開発につなげる。 

 

３．研究の方法 

本研究は代表者の所属機関で 2018 年度と 2019 年度に大学院生が中高生向けに行った出前

授業を対象とした 2 つの調査，(1) 受講者意識等の全数調査，(2) 受講者意識と講師の NVC 測

定等の協力校調査の分析を中心とし，講師となった大学院生の科学コミュニケーション教育

に関する背景情報を得るための，(3)科学コミュニケーション教育シラバス調査の分析を補足

的に行った。各調査における分析方法は以下のとおりである。 

 

(1) 受講者意識等の全数調査 

 大学院生によるセミナーを受講した中学 2 年生から高校 1 年生までの 5,501 人（内女子

生徒 2,795 人，男子生徒 2,706 人）に対し，講師の話し方の NVC を問う設問を含む受講者

アンケートを行った。本調査では 2017年度までに同様の調査で使用していた質問票を改良

し，受講者が良いと思った話し方を明確に測れるように工夫した。NVCとして用意した選択

肢は「声の大きさ」「口調」「話すスピード」「身振り手振り」「質問の仕方」「目線」の 6 つ

であり，それに「特にない」を加えた 7つの選択肢により「もっとも良かったところ（１つ

だけ）」を問うものとした。 

 

(2) 受講者意識と講師の NVC 測定等の協力校調査 

調査(1)では，講師の性別や講演テーマ，受講者の性別や学年は調整されておらず，また，

受講者の理系科目に対する興味関心等の情報が不足していたことから，年 8 回のセミナー

図１：第16回科学コミュニケーション研究会 
年次大会（2020.2.29）発表資料  



を実施する学校を協力校として，中学 2 年生相当の生徒 114 名（女子 44 名，男子 33 名），

及び講師 8 名（女性 6名，男性 2 名）を対象とした以下の調査分析を行った。 
 

① 科目の好き嫌い・得意不得意，科学への興味からみた生徒の傾向分析 

(1)と同一の質問票によるアンケートを各回の受講後に実施したほか，受講者の特性を把

握するため，「理系科目の好き嫌いと得意不得意」に関する事前アンケートを第 1 回の講演

直前に実施した。このアンケートは，物理，化学，生物，地学，数学，技術の 6科目につい

て，「好き嫌い」「得意不得意」を各 5段階で問うものとした。 

 

② 講師の用いた NVCの抽出（ビデオ映像等の分析） 

講演中の講師の全身をビデオ撮影し，その映像を行動コーディングの手法を用いて次の

順で分析した。分析には CAPTIV(株式会社クレアクト・インターナショナル)を用いた。ま

ず，いくつかの講演をサンプルとしてコーディングルールを検討し，映像から判断できる周

辺言語以外の要素に注目して，計測する NVC を５つ抽出した。次に，8回の講演の内，研究

分野が同じ（物理学）で講師の性別が異なる講演 A（女性講師）と講演 B（男性講師）を対

象に５つの NVC の回数や持続時間，講演時間に占めるその行動をとった時間の割合などを

測定した。最後に，講師の性差の影響を確認するため，その他の 6講演についても同様に測

定した。 

 

③ 女子生徒の理系関心度を高めた NVCの検討 

講師の使用した NVC と生徒の注目した NVC，またそれらの講演への評価の影響を確認する

ため，講師の NVCの解析データ，毎回の受講者アンケート，理数系科目に関するアンケート

の情報を受講者毎に紐付けたデータベースを作成し，網羅的に解析した。 

 

(3) 科学コミュニケーション教育シラバス調査 

自然科学系大学院が設置されている国立大学の内，2018 年度に開講された授業シラバス 

をオンラインで入手できた 50機関について，タイトルに加え，授業のねらい，達成目標，授

業計画などを詳細に解析した。 

 
４．研究成果 
 
(1) 受講者意識等の全数調査 

・ ほとんどの受講者は 6 つの NVC からひとつを選択したが，「特にない」と回答した者もわ

ずかにおり，男子生徒で 4.3％，女子生徒で

2.3%であった。これには有意差が確認され，結

果的に女子生徒の方が講師の NVC に注目する

生徒が多いことが分かった。 

・ NVC を回答した生徒のうち，声の大きさ（男子

27.9%＞女子 25.4%），身振り手振り（男子 6.8%

＞女子 4.2%），質問の仕方（男子 4.3%＜女子

6.8%）については男女に有意差があった。 

・ 口調（男子 18.6%，女子 20.6%），話すスピード

（男子 36.3%，女子 38.4%），目線（男子 1.9%,

図2：第16回科学コミュニケーション研究会 
年次大会（2020.2.29）発表資料  



女子 2.2%）については，有意差は確認されなかった。 

・ 男子生徒も女子生徒も約 85%が「声の大きさ」「口調」「話すスピード」といった周辺言語

要素を選択しており，「身振り手振り」「質問の仕方」などの動作や「目線」については合

わせて 15%程度であった。 

・ 注目した NVCによって講演の評価に違いがあるかを調べたところ，「口調」「目線」に注目

した生徒では「わかりやすさ」の回答（平均値）が女子生徒で有意に高かった(図２)。 

・ これらの結果は，第 16 回科学コミュニケーション研究会年次大会で発表した。 

 

(2) 受講者意識と講師の NVC 測定等の協力校調査 

① 科目の好き嫌い・得意不得意，科学への興味からみた生徒の傾向分析 

・ 女子生徒は，物理，化学，地学において，男子生徒よりも有意に「嫌い」「不得意」と認識

しており，男子生徒よりも理系科目の苦手意識が強かった。 

・ 男子生徒の 7 割以上と女子生徒の約 4 割は「これまでも科学や研究に興味があり，講演を聞

いてさらに興味を持った」と回答した。（これを G1層と呼ぶ。） 

・ 女子生徒に最も多かったのは「これまでは科学や研究に特に興味がなかったが，講演を聞い

て興味を持った」とする層（これを G2層と呼ぶ。）であり，女子生徒の約 5 割を占めた。一

方, 男子生徒で G2層に該当したのは 1割半程度であった。 

・ G2 層の女子生徒は，理系科目の好き嫌いでは G1層の女子生徒や男子生徒とは有意に異なる

傾向を示し，5 割以上が「どちらでもない」を選択した（図３）。 

・ 志望分野については，第 1 回時点では男女ともに約 4 割が理系を志望しており，男女差はな

かったが，第 8 回では男子が 4 割のままなのに対し，女子は約 2割に減少していた。 

・ 志望分野を層別にみると，男子の理系志望は G1層のみであったが，女子の理系志望は G1 層

と G2 層の双方におり，第 8 回に理系志望が大きく減少したのはほぼ G2 層であった。この

とき，G2 層で理系から理系以外に変更した女子生

徒は，文系に転向したわけではなく，「未定」を選択

している点が特徴的であった。 

・ 以上の結果から，女子中高生には，科学に興味をも

っていて進路選択で主に理系を選択する G1 層と，

科学に興味はもつが進路選択では未定を選択する

G2 層の２つがあり，理系進路選択を向上させるに

は，両者の違いを考慮した施策が必要であることが

明らかになった。 

・ これらの結果は，九州大学男女共同参画推進室発行

「ポリモルフィア -Polymorfia」vol.9で発表した。 

 

② 講師の用いた NVCの抽出（ビデオ映像等の分析） 

・ 測定すべき講師の NVCとして，「身振り・手振りで説明する」「生徒へ質問する」「生徒へ目

線を向ける」「生徒へ笑顔を向ける」「ポインター等を使用する」の５つが抽出された。 

・ 同一分野の講演 A（女性講師）と講演 B（男性講師）の比較では，「生徒へ目線を向ける」「ポ

インター等を使用する」は講演 A に多く講演 B には少ないこと，「身振り・手振りで説明す

る」「生徒へ笑顔を向ける」は講演 B に多く講演 A には少ないことが確認された。 

・ 講演 A と講演 B で用いられた NVC の違いが講師の性別に依存する傾向があるかを確認する

図3：九州大学男女共同参画推進室発行 
「ポリモルフィア -Polymorfia」 vol. 9掲載 



ため，その他の 6 講演についても行動コーディング分析を行ったところ，講演によって使用

された NVC の傾向は異なっており，講師の性別との関連はみられなかった。 

 

③ 女子生徒の理系関心度を高めた NVCの検討 

・ 講演 A と講演 B を中心に生徒の評価を分析したところ，「講演の印象」と「受講後の科学へ

の 興味」について，女子生徒は講演 A（女性講師）では高いが B（男性講師）では低く，男

子生徒は講演 B では高いが A では低いことが確認された。 

・ 女子生徒も男子生徒も，周辺言語を除けば，講演 A は「目線」，講演 B は「身振り手振り」

が良かったと回答しており，これは実際に多く使用された NVCとも一致した。さらに，この

結果は(1)の受講者全数アンケートの結果とも矛盾していなかった。 

・ この結果は，女子生徒では「目線」に配慮した講演が効果的であることを示唆するが，「声

の大きさ」「口調」「話すスピード」といった周辺言語要素の分析が未完であるため，その影

響の分析が必要である。今後は，他の講演でも同様の解析を進め，さらに G1 層,G2 層に注

目して検討することにより，女子生徒に有効な科学講演手法の開発につなげる。 

 

(3) 科学コミュニケーション教育シラバス調査 

・2005 年度文部科学省科学技術振興調整費「科学技術コミュニケーター」に採択された２機

関では，30 件の授業が開講されており，内 8 件で科学コミュニケーション概念を教授する

授業，24 件で実地や演習が行われていた。 

・一方，2001 年から 2005 年に「科学技術コミュニケーター」以外の科学技術振興調整費（新

興分野人材育成）に採択された 11 機関では 74 件，それ以外の 37 機関では 163 件の授業が

開講されていた。これらの機関では，実地や演習を含む授業も開講していたが，単に学会発

表演習のような，プレゼン指導等が中心で科学コミュニケーション概念の教授を含まない

授業を開講している機関も多くみられた。 

・本調査により，少なくとも国立大学の自然科学系大学院においては，概念の教授等を含む十

分な科学コミュニケーション教育が行われている機関は少ないということが分かった。 

・これらの結果は，第 8 回日本サイエンスコミュニケーション協会年会において発表した。 
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